
【写真 1:uPrint】 

【図 1:ｺﾝﾃｽﾄ優勝機】 

【写真 3:ｽﾗｲﾄﾞﾚｰﾙ】 

【写真 2:Objet24】 

研究室訪問のご案内 
～ものづくり現場への３Ｄプリンター適用に向けて ～ 

 
先般（10 月 16 日(水)）、多数のご参加をいただき、標記テーマでの研究室訪問を開催致しました。

残念ながら、当日の会場都合などの理由により、お申込みいただくも、一部の方に参加をお断りし
ておりました。その後、呉工業高等専門学校にも３Ｄプリンターに関する問い合わせが多く寄せら
れています。 
つきましては前回開催時の参加者アンケートでのご要望も踏まえながら、再度、下記要領で講演

および見学を開催することに致しました。 
皆様方のご参加をお待ちしています。 

主 催 公益財団法人ひろしま産業振興機構  後援 公益財団法人くれ産業振興センター 

■開 催 日 時 ： 平成 25 年 11 月 21 日（木）  14：00 ～ 16：00 
■開 催 場 所 ： 呉工業高等専門学校 機械工学科棟 3階 製図室 （呉市阿賀南２－２－１１） 

■訪問研究室 ： 上寺 哲也 准教授・博士（工学） 

■発表 テーマ ： 『３Ｄプリンターに関する呉高専の取組みとその将来性』 

 

 

 

 

研 究 及 び 取 組 み 概 要 
 現在、呉工業高等専門学校（以下、呉高専）機械工学科では、

ＡＢＳ樹脂を使用した熱溶解積層法方式(写真１:uPrint)と、アクリ

ル系光硬化樹脂を使用したインクジェット紫外線硬化方式(写真

２:Objet24)の３Ｄプリンターを導入し、本科５年生・専攻科１年生

の学生実験や卒業研究、各種コンテスト参加のために積極的に

活用しています。 

本科５年生の実験では、写真３に示す様な密閉型スライドレー

ルを３Ｄプリンターにて製作しています。密閉型スライドレールは

一般的な機械加工では加工が困難な形状ですが、３Ｄ-CAD で組立図を作成すれば、

３Ｄプリンターを使用して簡単に製作することが可能です。 

また課外活動として、昨年１２月に開催された第５回学生の３次

元ディジタル設計造形コンテストに３Ｄプリンターで製作したビーク

ル機（図１）で参加し、初参加で「総合優勝」することができました。

あわせて「最優秀製作技術賞」と「最優秀作品賞」も受賞しました。 

呉高専機械工学科では、今後さらに５台(大型機１台、小型機４

台)の３Ｄプリンターを導入し、研究や実験・実習に活用するとともに、企業の方にも実際に

使用していただく機会をつくり、３Ｄプリンターの特徴をご理解いただいたうえ、共同研究等

にも積極的に活用していきたいと考えています。 

 

ものづくり現場への適用可能性とその効果 
【製品開発工数の短縮】 
３D—ＣＡＤデータさえあれば短時間で造形可能なため、製品開発工数の大幅な時間短縮が可能となります。 

たとえばプレス用金型の製作では、金型の機械加工に１０日から１ヶ月程度が必要ですが、簡易的な試作金 

型であれば高強度材料が使用できる３Ｄプリンターにより、半日〜１日で金型の製作が可能です。 

【設計工数の短縮】 
パーツを組合せた状態のまま製作が可能であるため、従来の機械加工では必要であった部品の組込みを考

慮した面倒な設計を行う必要がありません。 

【材料・色の多様化への対応】 
多材料複合品（ABS 樹脂とゴムなど）が製作可能なものや、フルカラー着色が可能な３Ｄプリンターも登場して

おり、製作物をそのまま製品として使用することも可能です。 

 参 加 
無 料 

現在、呉工業高等専門学校に導入している３Ｄプリンターの動作を見ていただくとともに、 
その３Ｄプリンターを使用するにあたり、ユーザとして何を準備し、何に気をつける必要が 
あるのか、どんなオペレーションが必要であるのかも実演をまじえながら説明していきます。 



事 業 化 の 用 途 展 開 
現在、工業分野においては主に少量多品種の製品(写真４：渦巻きポンプ羽根車)やモックアップ、簡易プレス

型、鋳型、ロストワックス等で利用が進められています。さらに近年、材料として金属が使用できる３Ｄプリンター

の開発が積極的に行われており、３Ｄプリンターの弱点の一つであった製作物の強度を克服することが可能にな

りつつあります。 

 また医療分野では、オーダーメイド製作が比較的簡単に行えるため、歯型、

補聴器、義手・義足等の製作に利用されています。さらに研究段階ですが、

移植可能な耳軟骨や腎臓等も３Ｄプリンターによって製作が行われています。 

既製品に無い材料の組み合わせや印刷方式を開発すれば、さらに可能性

は拡大します。たとえば、飴＋３Ｄプリンター＝超精密飴細工などが可能です。

３Ｄプリンターは発展期であり、未知数の部分が多く残されていると考えていま

す。将来、３Ｄプリンターが台所で食材をプリントしている可能性もあります。 

 

【３Ｄプリンターによる製作物の例】 
・鋳型    ・簡易金型  ・各種モックアップ（模型）  ・機械機構等の検証用試作 

・個人の体に合わせたオーダーメイド品（医療用具・眼鏡・補聴器等） 

申 込 み ・ 問 合 わ せ 先 
■連 絡 先 ：呉工業高等専門学校 総務課企画係 [担当 前城] e-mail：kikaku@kure-nct.ac.jp 

（〒737-8506 呉市阿賀南２－２－１１） 

ＴＥＬ ： ０８２３－７３－８２１５   ＦＡＸ ： ０８２３－７１－９１２５ 

■申込期限 ： 平成 25 年 11 月 19 日（火）までに、お申込み又はご連絡ください。 

 

呉工業高等専門学校 総務課企画係 担当 前城 行 

ＦＡＸ （０８２３）７１－９１２５ 

呉高専 上寺研究室訪問 申込用紙 

企業･団体名：                                                 

所在地：                                                     

連絡担当： 所属              役職             氏名               

TEL：                           FAX：                                 

E-mail：                                                         

出   席   者 

 

所   属 役  職 氏   名 

   

   

   

 

 

〔個人情報の取扱について〕 

 ご提供いただきました個人情報につきましては、保護法を遵守し、法令の定める場合を除き第三者への提供は 

行いません。 

【写真 4:渦巻きポンプ羽根車】 

kikaku@kure-nct.ac.jp

